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 定刻になりましたので、ただいまより令和５年度第１回あ

ま市七宝焼アートヴィレッジ運営委員会を始めさせていただ

きたいと思います。  

 ただ今の出席委員は７名で、あま市七宝焼アートヴィレッ

ジ条例施行規則第６条第２項の規定に基づく、定足数４名に

達しておりますので、あま市七宝焼アートヴィレッジ運営委

員会を開催いたします。  

今回の運営委員会は「あま市審議会等の会議の公開に関す

る要綱」第３条に基づき公開で開催いたします。また、同要

綱第７条に基づき、本日の運営委員会終了後、会議録を作成

し、市ウェブサイトへ会議録を掲載することとなっておりま

すのでご承認ください。  

それでは、運営委員会の開会にあたり、市長よりあいさつ

を申し上げます。  

 

（あいさつ）  

 

 ありがとうございました。  

 あま市七宝焼アートヴィレッジ条例施行規則により委員の

任期は、２年となっておりますが、交代が多くございました

ので、委員の皆様のご紹介をさせていただきます。  

 

・市教育委員会の委員といたしまして  

  あま市教育委員会教育長  

伊藤  克仁 (いとう  かつひと )委員でございます。  

・尾張七宝協同組合の理事といたしまして  

  尾張七宝協同組合理事長  

安藤  重幸 (あんどう  しげゆき )委員でございます。  

  尾張七宝協同組合理事長職務代理者  

太田  吉亮 (おおた  よしあき )委員でございます。  

・ボランティアの代表者といたしまして  

  ふれあい七宝代表   

田中  正江 (たなか  まさえ )委員でございます。  

・学識経験者といたしまして  

  あま市校長会会長   

横井  三千代 (よこい  みちよ )委員でございます。  

 

あま市校長会副会長   

横田  健司 (よこた  けんじ )委員でございます。  

・その他市長が必要と認める者といたしまして  
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あま市観光協会長   

清水  明俊 (しみず  あきとし )委員でございます。  

 

なお、あま市商工会長  山田  精二 (やまだ  せいじ )委員

より、欠席の報告をいただいております。  

 

続きまして事務局の紹介をさせていただきます。  

建設産業部長の河竹、商工観光課主幹の内山、商工観光課

課長補佐の堀田、最後になりますが商工観光課長の宮地でご

ざいます。  

 

 続きまして、次第に沿って進めさせていただきます。  

議題に入らせていただきますが、昨年度運営委員会にて、

委員長には、あま市観光協会会長  清水明俊委員に、副委員

長には、あま市商工会会長  山田精二委員にお引き受けいた

だいておりますので、よろしくお願いいたします。  

それでは清水委員長、議事の進行をお願いいたします。  

 

あま市観光協会会長の清水です。  

それではこれより、議事進行を務めさせていただきます。  

議事がスムーズに進行いたしますよう、皆様のご協力を宜

しくお願いします。  

 それでは、早速ですが２議題の（１）「七宝焼アートヴィ

レッジのカフェスペースの活用について」を議題とします。  

 事務局より説明をお願いします。  

 

(事務局説明 ) 

 

事務局より説明がありましたが、ご質疑ご意見等はありま

せんか。  

 

（質疑・意見等）  

・今までのカフェの使用について長く続かない状況となっ

ている。  

・七宝焼を伝承し広めていくのは大切だが、芝生広場や駐

車場も含めて新しいことを考えるのも大切である。  

・カフェスペースについて施設全体も含め、どういう方向

に導いていくか研究をしなければならない。  

・昨今、民間の力を活用することが盛んになっているので

それも検討するとよい。  

・やはり、人が集まらないとやっていけない部分がある。  

・これだけ広い芝生広場があるのだからもっと活用すべき
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である。  

・若干アクセスに不便なところがあるが、子どもにとって

とても良い施設だと思う。  

・これがあるから来たいと思わせる何かを創出することが

重要。  

・先々の方向性を検討するうえで、飲食関係については含

めて検討してほしい。  

・中長期的にいろいろな方向性があるが、来年度から当面

の間、カフェスペースを他の部屋のように市民に貸し出す

ことについては、よいのではないか。  

・隣にある交流ホールと同様の管理、受付をして、料金や

時間なども交流ホールを参考にし、午前、午後、夜間の時

間帯で㎡単価が同じになるような料金設定を考えている。  

・保健所による営業許可の関係もあり、調理したものの販

売は出来ない形となる。  

 

  

続きまして３  その他にうつらさせていただいきます。先

ほどの議案以外で何かご意見はございますか？   

無いようですので事務局何かございますか？  

 

 ■坂文種助成金についての説明  

■本日の手当てにつきましては、皆様の口座への後日振込

をさせていただきます。今回初めて委員会にご出席いただき

ました委員の方々にはお手元に口座登録の用紙をお配りして

おりますので、大変恐縮ですがご記入いただき、お手元の返

信用封筒にて送付いただくよう宜しくお願いいたします。  

 

本日の議題はすべて終了しました。  

長時間にわたりまして、ご審議いただきましてありがとう

ございました。  

 

清水委員長、ありがとうございました。  

これをもちまして、令和５年度第１回あま市七宝焼アート

ヴィレッジ運営委員会を終了させていただきます。  

ありがとうございました。  

 


